
○建築物のデザイン協議事項（新宿駅西口地区開発計画）

計画部会を踏まえた都の見解 事業者側の対応 

R2/4/15~22 東京都景観審議会計画部会 
・次の時代の「新宿グランドターミナル」を目

指すうえで、「駅そのものの空間の豊かさ・
わかりやすさ」と「関係者が協調して創り出
す一体的な駅周辺空間デザイン」を追求すべ
きである。従って早期に新宿グランドターミ
ナルの全体像を説明する機会を設け、本計画
の位置づけを明確にすること。

・別途、報告事項として新宿グランドター
ミナルの全体像を説明し、本計画の位置
づけを明確にした。

・グランドシャフト・スカイコリドー・ビュー
テラスは、隣接街区の計画と調整し、連続
性・一体感のあるデザインとされたい。

・グランドシャフトは、隣接街区と連携し
水平基調による一体的なデザインとする
ことで、地上からスカイコリドーまでの
一体感と上昇感が感じられるファサード
を形成する。

【P6】 

・セントラルプラザ側は、セントラルプラザや
隣接街区のデザインと一体的に考えて検討さ
れたい。

・セントラルプラザと連続する一体的なデ
ッキ空間を創出する。

・セントラルプラザに面して低層ボリューム
を連続させることで、セントラルプラザ側
に顔を向けたヒューマンスケールな賑わい
のファサードを創出する。

 【P7】 

・西口広場側は、各街区との調和に加え、公共
性の高い空間であることを意識して、建築物
中低層部と広場との一体性について検討され
たい。また、4号街路に対する正面性を意識し
たデザインも検討されたい。

・グランドシャフトは、テラス空間が積層す
る構成とし、西口広場からエスカレータ―
やテラスでの人の動きが見える景観を創出
する。

・4号街路の軸線を高層棟の中心軸に据えた
外観とすることで、正面性を意識したフ
ァサードを形成する。

【P8】【P9】 
・建築物については、今後新宿に求められる業

種や業務の在り方も意識して、新宿ならでは
のデザインを追求されたい。なお、頂部につ
いては、具体的に比較検討を重ねて提示され
たい。

・西にビジネス街、東に繁華街と異なる個
性を背中合わせに持つ新宿のまちに呼応
した2つのキューブをもつ頂部デザインと
することで、東西の結節点となる新宿グ
ランドターミナルを象徴する新たなラン
ドマークを創出する。

・キューブの透明性を活かし輪郭を縁取る
デザインとすることで、夜間においても東
西の個性とランドマーク性を際立たせる照
明計画とする。

【P10、P11 】 
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・現在、新宿駅西口には、立体西口広場、駅前
交番、モザイク通りなど、人々に親しまれた
特徴的な場所がある。これらの記憶を大切に
しながら、新たな景観デザインを生み出すよ
う検討されたい。 

・モザイク通りを踏襲したヒューマンスケ
ールな路地的空間と広場空間の創出によ
り、界隈性のある空間を形成する。 

 
 

【P12】 

R3/8/25 東京都景観審議会計画部会 
・グランドシャフトは、東西デッキ及びセント

ラルプラザなどと有機的につなげることによ
り、東西骨格軸としてふさわしい空間の創出
を検討されたい。 

 
・グランドシャフトの跳ねだし部分を中止

することで、西口広場からセントラルプ
ラザへの視線の抜けを確保し、開放感の
ある東西骨格軸を形成する。 

【P8】 
・視認性の高い大きな縦動線としてのグランド

シャフトなど「駅」としてのエントランスは
来街者にとってわかりやすいデザインとされ
たい。さらに、歩行者ネットワークの形成と
合わせ、スムーズな誘導を促す駅の案内サイ
ンなど公共サインの設計を検討されたい。 

・地下１階の東西自由通路及びコンコース部
分の柱をなくすことで、見通しがよく開放
的な歩行空間へと改善させると同時にター
ミナルシャフトの視認性を向上させる。 

 
・引き続き、サイン計画の検討を進める。 

【P13】 
・高層部のファサードは、今後新宿に求められ

る業種や業務の在り方も意識して、新宿なら
ではのデザインを引き続き追及するととも
に、２つキューブで構成される頂部について
は、コンテンツの具体的な方針を示した上
で、さらにそのデザインを検討されたい。 

・高層部ファサードについては、新宿なら
ではのデザインの実現に向け、引き続き
詳細検討を進める。 

 
 

R4/10/26 東京都景観審議会計画部会 
・グランドシャフトの三角形の跳ね出し部分の

見直しなど、改善された点は評価する。引き
続きグランドシャフトは、東西デッキ及びセ
ントラルプラザなどと有機的につなげること
で、東西骨格軸としてふさわしい空間の創出
を検討されたい。 

 
・引き続き、東西骨格軸としてふさわしい

空間の創出に向け検討を深めていく。 
 
・グランドシャフトはセントラルプラザ等

の計画深度化も考慮しながら継続して検
討する。 

・高層部のファサードは、今後新宿に求められ
る業種や業務の在り方も意識して、新宿なら
ではのデザインを引き続き追求するととも
に、２つのキューブで構成される頂部につい
ては、コンテンツの具体的な方針を示したう
えで、さらにそのデザインを検討し、報告さ
れたい。 

・高層部ファサードについては、実現に向
け引き続き詳細検討を進める。 

 
・頂部については着工後においても、コン

テンツの具体化・検討を進め、深度化次
第報告する。 

・デジタルサイネージ等の設置にあたっては、
西口駅前広場、セントラルプラザなどの隣接
街区等と調整し、新宿グランドターミナルの
実現に向け、にぎわい形成や良好な景観形成
に寄与し、まちの良好なマネジメント等の実
現に資するよう、規模や設置位置等の配慮事
項などについて、調整を図られたい。 

・デジタルサイネージ等については、隣接
街区と検討の上、デザイン検討部会等の
場を通じて引き続き協議・調整する。 

 ２ 



付近見取図

イメ ージパース

西側から計画地を望む

計画地

都営大江戸線
新宿西口駅

丸ノ 内線
新宿駅

0 100 200 400mN： 都市再生特別地区の区域
： 新宿駅直近地区地区計画の区域

西武新宿線
西武新宿駅

都営大江戸線・
新宿線 新宿駅

建物概要

計画地の位置 東京都新宿区西新宿一丁目1番の一部

地域地区 商業地域、 防火地域

指定容積率 1,100％

基準建ぺい率 80％（ 防火地域内耐火建築物により 適用しない）

都市再生特別地区の区域面積 約1.6ha

計画容積率 1,591％

敷地面積 15,718㎡

延べ床面積
（ 容積対象面積）

約279 ,057㎡
（ 約250 ,101㎡）

主要用途 商業・ 業務・ 駅施設

階数／最高高さ 地上48階 地下5階 塔屋1階／約258.147ｍ

駐車等
台数

自動車（ う ち荷捌き） 359台※（ 23台）

自転車 300台※

着工（ 予定） 令和5（ 2023） 年度

竣工（ 予定） 令和11（ 2029） 年度

※駐車場台数は、 駐車場地域ルールを適用し、 敷地内・ 新宿駅西口駐車場・ 隔地駐車場を含めた台数
※駐車・ 駐輪の台数・ 配置等については、 区・ 道路管理者・ 交通管理者等と 別途協議中 配置図

: 都市再生特別地区の区域
（ 本計画）

N

計画地

バス・ タクシー

バス・ タクシー ボイド

0 100 200m

※上記内容について、 今後の関係機関との協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

西口駅前広場については検討中です。

（ 新宿駅西南口地区）

３

イメ ージパース
アングル



< 参考＞関連上位計画 新宿グランド ターミ ナル・ デザインポリ シー20 2 1 （ 抜粋）
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新宿テラス（ ビューテラス）

広場と 建物一体で、 グランド ターミ ナルの顔と なる空間

グランド シャフト

地上・ 地下と 新宿テラスをつなぐ、 グランド ターミ ナルの

一体化を象徴する縦方向の骨格軸

スカイコリ ド ー

新宿西口における南北の新宿テラスをつなぐ、

グランド ターミ ナルの一体化を象徴する南北の骨格軸

< 参考＞空間イメ ージ 『 新宿GT・ デザインポリ シー20 2 1 』 （ 新宿の拠点再整備検討委員会） より 抜粋

隣接街区

隣接街区

※当イメ ージは竣工時点の状況ではあり ません。 西口駅前広場については検討中です。

新宿グランド ターミ ナル

駅、 駅前広場、 駅ビル等が有機的に一体化した次世代の

ターミ ナル誰にと っても優しい空間がまちと つながり 、

様々な目的を持って訪れる人々の多様な活動にあふれ、

交流・ 連携・ 挑戦が生まれる場所

セント ラルプラザ

線路上空に整備されるグランド ターミ ナルの核と なる場所

５

西口駅前広場



資料１

4号街路より スカイコリ ド ーを見る

外壁の凹凸により メ リ ハリ
をつけ、 スカイコリ ド ーが
視認しやすい外装デザイン

緑が見える
ビューテラス

西武新宿駅前広場より 見る

CG作成中

西武新宿駅前広場より 見る 4号街路より スカイコリ ド ーを見る

西側俯瞰 西側俯瞰

仮

隣接街区

隣接街区
計画建物

立体的緑化の表出

水平基調により グランド シャフト と スカ
イコリ ド ―が視認しやすい外観

新宿テラス（ 北） は
ボリ ュームのある緑
と 一体的に計画

変更後変更前

６

スカイコリ ド ー・ グランド シャフト のデザイン検討

グランド シャフト は、 隣接街区
と 連携し水平基調の一体的なデ
ザインと するこ と で、 地上から
スカイコリ ド ーまでの一体感と
上昇感が感じられるファサード
を形成

西口駅前
広場

スカイコリ ド ーは隣接街区
と ９ 階レベルで接続し、 一
体的に新宿テラス（ 中央）
を整備予定

西口駅前
広場

※上記内容について、 今後の関係機関との協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

西口駅前広場については検討中です。



変更後変更前

段丘状のボリ ューム構成に
より 、 セント ラルプラザと
一体的な空間づく り を行う 。

店舗を配置し、
賑わい感の向上

東西デッ キ15ｍ

セント ラルプラザ

隣接街区

Nセント ラルプラザ ①②

キープラン

① 東側俯瞰

② セント ラルプラザより 西側を臨む

① 東側俯瞰

② セント ラルプラザより 西側を臨む

セント ラルプラザ

隣接街区
既存建物

セント ラルプラザと 連続する
一体的なデッキ空間を創出

東西デッキ

7階8階のボリ ュームを中止
5階、 9階デッキを縮小
東西デッキ上部の抜け感を向上

セント ラルプラザ

・ セント ラルプラザに向けて庇空間を連ね
るこ と で人々を迎える空間を創出

・ 庇はセッ ト バッ ク させて、 アイレベルで
の開放感を向上

線路に面してテラスを創出
セント ラルプラザに向けた
フロント を拡げ低層部の
回遊性も高める。

７

セント ラルプラザと の一体的なデザイン検討

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

西口駅前広場については検討中です。

セント ラルプラザに面して低層ボリ ュームを
連続させるこ と で、 セント ラルプラザ側に顔
を向けたヒ ューマンスケールな賑わいのある
ファサード を創出



西口広場側 中低層部のデザイン検討

変更後変更前

隣接街区
計画建物

2階隣接街区側より 東西デッ キと南北デッ キを臨む 2階隣接街区側より 東西デッキと 南北デッキを臨む

８

グランド シャフト はテラス空間
の積層により 構成。 エスカレー
タ―やテラスでの人の動きが見
える景観を創出

セント ラルプラザへ

3層分の吹き抜け空間

グランド シャフト はテラス空間
の積層により 構成。 エスカレー
タ―やテラスでの人の動きが見
える景観を創出

グランド シャフト の跳ねだし部
分を中止するこ と で、 東西の開
放的なつながり を確保

広場に動線やアクテビティ が
表出する透明度の高いガラス
ファサード

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

西口駅前広場については検討中です。

西口広場より 低層部を見る西口広場より 低層部を見る

隣接街区
計画建物



変更後変更前

頂部ボリ ュームの面取り に
よるセント ラルプラザへの
意識付け

高層部の出隅面取り に
よるセント ラルプラザへ
の意識付け

スリ ッ ト による
ボリ ュームの分節化

4号街路モード 学園南側より 見える 4号街路モード学園南側より 見える

オフィ ステラスによる
ボリ ュームの分節化

高層部の出隅面取り に
よるセント ラルプラザへ
の意識付け

スリ ッ ト による
ボリ ュームの分節化

4号街路から見た際に、
アイスト ッ プと して
際立つガラスキューブ
を頂部に設ける

4号街路の軸線を高層棟
の中心軸に据えた外観

９

４ 号街路に対する正面性を意識したデザイン検討

※上記内容について、 今後の関係機関と の協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

4号街路の軸線を高層棟の中心軸に据えた外観と するこ と で、 正面性を意識したファサード を形成



変更後変更前

歌舞伎町交差点より 見る歌舞伎町交差点より 見る
歌舞伎町交差点より 見る歌舞伎町交差点より 見る

繁華街に面する
東側のキューブ

ビジネス街に面す
る西側のキューブ

10

西にビジネス街、 東に繁華街と 異なる個性を背中合わせに持つ新宿のまちに呼応した2つのキューブをもつ
頂部デザインによ り 、 東西の結節点と なる新宿グランド ターミ ナルを象徴する新たなランド マーク を創出

新宿グランド ターミ ナルを象徴する新たなランド マーク と なるデザインの検討

西側全景西側全景西側全景西側全景

※上記内容について、 今後の関係機関との協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

西口駅前広場については検討中です。



変更後変更前

キューブの透明性を活かし、
輪郭を縁取るデザインと す
ること で、 東西の個性と ラ
ンド マーク性を際立たせる
照明計画

グランド シャフト ～スカイ
コリ ド ーを一層際立たせる
水平ラインのライ ト アッ プ

西側夜景 西側夜景

新宿グランド ターミ ナルを象徴する新たなランド マーク と なるデザインの検討（ 夜間景観）

※上記内容について、 今後の関係機関との協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

西口駅前広場については検討中です。 11



現 況

N

主要動線

凡例

情報発信機能
（ 観光案内所等）

駅施設

広場空間 店舗 駅改札

2Ｆ 3Ｆ

2階/3階複合平面図 Sca le＝１ : １ ０ ０ ０

N

2階/3階複合平面図 Sca le＝１ : １ ０ ０ ０

2 Ｆ 3Ｆ

路地空間を抜けた先に
滞留を促す中庭的広場空間
を創出

サザン
テラ スへ

西口広場へ

サザン
テラ スへ

西口広場へ

セント ラル
プラザへ

セント ラル
プラザへ

既存のヒ ューマンスケール
を踏襲した路地空間

隣接街区と 各所で接続する
こ と で、 多様な歩行空間を
形成する。

隣接街区・
一号街路へ

②

②南側より 広場と路地空間を俯瞰

①現況のモザイク通り

①

計 画

モザイク通り を踏襲したヒ ュー
マンスケールな路地的空間と広
場空間の創出により 、 界隈性の
ある空間を形成

現在のモザイク通り の路地空間を踏襲するデザインの検討

※上記内容について、 今後の関係機関との協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。 12



変更後

変更前

A視点からの見え方: 南北方向の抜け感と ターミ ナルシャフト の視認性向上

※設備、 サイン計画等の深度化、 今後の協議により イ メ ージが変更と なる可能性があり ます。

N

地下1階平面図 nonsca le

中止と する柱

B

A視点からの見え方

B視点からの見え方

N

地下1階平面図 nonsca le

B

B視点からの見え方

柱の中止により
東西自由通路
の視認性を向上

13※上記内容について、 今後の関係機関との協議・ 調整により 変更する可能性があり ます。

見通しがよく 開放的なコンコース空間の検討

柱の中止により
ターミ ナルシャフト
の視認性を向上


